
昭和田年 7月25日

。健康なからだをつくり、

高い教養を身につける。

。郷土の芸術を育て、

文化財を大切にする。

(大洲市民憲章)
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六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
一
一

十
三
日
間
ム
チ
ヘ
九
H
聞
の
会
期
で

農
村
川
人
の
家
建
設
費
や
同
和
対

策
事
業
費
な
ど
四
億
八
千
一
九
訂
九

十
六
万
五
千
円
の
一
般
会
計
補
正

予
算
を
始
め
、
大
洲
市
特
別
上
地

保
ト
旬
税
審
議
会
条
例
の
制
定
、
辺

地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
計
画
、
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
友
和
条
例
の
改
正
な
ど
二

十
四
議
案
を
原
案
ど
む
り
可
決
し
、

請
願
、
陳
情
を
審
議
採
択
し
て
、

七
月
一

H
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
総
額
は
、
凹
億
八
千
瓦
百

九
十
六
万
五
千
円
で
、
累
計
で
五

十
八
億
七
千
八
百
六
十
六
万
五
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

、
王
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
単
位
子
円
)

。
総
務
費

都
市
整
備
基
本
計
画
策
定
資

七
月
七
H
午
後
一
時
か
ら
一
肱
北

公
民
館
で
「
第
六
同
業
者
と
消
資

者
と
の
懇
I
M
A
E

を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
消
費
斉
が
あ

ら
か
じ
め
市
内
の
商
庖
を
調
査
し

た
百
三
十
一
-
一
項
目
を
も
と
に
業
者

の
方
に
答
え
て
い
ん
だ
き
、
指
導

機
関
の
助
三
を
う
け
る
ト
刀
法
で
む

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

問
『
皇
凶
価
倍
表
示
(
ユ
ニ

y
卜

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
)
を
徹
底
し
て

下
さ
い
。
今
年
ベ
月
一
日
よ
り

県
消
費
者
保
議
条
例
に
基
づ
き
、

H
用
品
等
の
単
位
価
格
表
示
制

度
が
ス
タ
ト
し
ま
し
た
0

(

一J

U
J
r
'万
メ
ー
ト
ル
以
k
の
民
舗

に
適
旧
さ
れ
ブ
官
)
消
費
者
は
買

物
の
目
安
と
し
て
い
ま
す
の
で

是
非
、
お
願
い
し
ま
す
。
』

答
『
現
在
、
発
也
価
格
を
表
示
作

業
中
で
す
。
県
の
指
定
口
問

U
に

つ
い
て
は
、
一
両
日
中
に
完

f

し
ま
す
。
指
定
品
円
以
外
に
つ

い
て
も
出
来
る
だ
け
要
望
に
こ

六
、
五

0
0

交
通
安
全
対
策
事
業
費
二
、
一
一
五

O

住
民
基
本
台
帳
事
務
電
算
遵
人

経

費

七

、

一

問

問

中
峯
集
会
所
建
設
費五
、
五

0
0

。
民
生
費

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
費
追

加

九

、

五

六

三

同
和
対
策
事
業
費
一
七
-
一
、
八
二
四

。
衛
生
費

保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
費
追
加

一
O
、
五
六
六

O
農
林
水
産
業
費

農
村
婦
人
の
家
建
設
費

四
千
二
、
八
九
四

。
土
木
費

平
地
慶
雲
寺
線
改
良
事
業

一二一、

0
0
0

臨
時
地
方
道
追
加

た
え
た
い
と
思
い
ま
す
O
L

間
『
吊
士
一
山
会
ど
の
製
造
年
月
日
の

上
に
価
格
ラ
ベ
ル
を
貼
ら
な
い

で
下
さ
い
じ

答
『
全
商
品
に
つ
い
て
ラ
ベ
ル
を

貼
住
え
ま
し
た
o

A
フ
凶
か
ら
貼

付
場
所
も
指
定
し
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な

く
て
す
む
つ
も
り
で
す
。
』

問
『
フ
ジ
大
洲
自
で
は
空
ビ
ン
の

同
収
を
し
て
い
ま
す
か
。
そ
し

て
そ
の
値
段
は
。
』

答
『
全
部
回
収
し
て
い
ま
す
。

2
4
ビ
ン
H
三
十
円
、
フ
ジ
マ

ー
ク
リ

2
ピ
ン
H
H
二
十
円
、
コ

l
ラ
1
4
ピ
ン
日
一
一
一
十
円
、
そ

の
他
十
円
で
す
O
L

間
『
ラ
ー
メ
ン
類
で
3
か
月
以
上

た
っ
た
口
聞
が
あ
り
ま
し
た
。
大

丈
夫
で
し
ょ
う
か
O

L

答
(
保
健
所
)
『
保
存
の
方
法
で

差
が
で
き
る
が
、
お
お
む
ね
3

か
月
か
ら
6
か
月
は
保
存
出
来

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
』

間
「
肉
頬
が
冷
凍
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
栄
養
面
で
問

題
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
』

答
『
冷
凍
さ
れ
た
肉
は
必
ず
品
質

は
低
下
し
ま
す
。
肉
の
管
埋
が

よ
く
で
き
て
い
る
自
を
選
ぷ
と

津
田
-
収
入
役
一
再
任

問
。
、

0
0
0

交
通
安
全
施
設
卒
業仁
、
五

0
0

黒
木
綿
改
良
事
業一
O
、
0
0
0

都
市
下
水
路
工
事
八
、

0
0
0

C
消
防
費

消
防
ポ
ン
プ
購
入
三
、
凹

0
0

0
教
育
費

平
小
羊
校
建
設
費
追
加
瓦
、
一
λ

四
三

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業

、
五

O
O

中
東
集
会
所
建
設
事
業

ょ
い
と
思
い
ま
す
J

間
『
豆
腐
が
水
に
も
っ
け
な
い
で

置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か
O
L

答
(
保
健
所
)
『
保
存
基
準
違
反

で
す
。
豆
腐
は
卜
度
(
担
氏
)

以
下
で
保
存
、
J

人
は
流
上
水
に

よ
る
保
与
が
必
要
で
す
コ

間
『
ス
ー
パ
ー
等
で
思
い
き
り
安

売
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
常
価
格
で
買
う
と
相
当
高
く

買
っ
た
気
が
す
る
の
で
す
が
。
』

答
「
特
売
品
に
つ
い
て
は
、
原
価

を
割
っ
て
販
売
し
て
い
る
も
の

が
ほ
と
ん
と
で
す
O

』

間
『
個
人
の
鮮
魚
庖
で
は
、
単
位

価
格
表
一
一
小
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
是
非
、
価
倍
表
示
を
し

て
ド
さ
い
じ

答
『
鮮
魚
応
組
合
の
会
合
な
ど
で

単
位
価
格
表
示
を
す
る
よ
う
に

話
を
し
ま
「
。
』

間
『
肉
の
値
段
が
業
者
間
で
差
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
。
』

答
『
自
に
よ
り
卜
円
程
度
の
聞
き

は
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
肉

を
買
わ
れ
る
と
き
は
、
品
質
、

価
倍
、
昧
を
よ
く
見
き
わ
め
て

買
っ
て
ド
さ
い
け
』

間
『
個
人
の
ぷ
料
品
目
は
価
格
も

、CJ
、rBg
、Jh
d
t
3
1
J
a

〉、r

さ
き
の
定
例
市
議
会
で
、
任
期

満
了
と
な
る
津
凹
収
入
役
選
任
の

再
任
を
求
め
る
議
案
が
提
案
さ
れ

満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

住

所

大

洲

市

新

谷

川

甲

一

二
七
岳
地

大
正
七
年
一
」
月
仁
日

生
年
月
日

。
災
害
復
旧
費

昭
和
五
十
ム
一
年
度
発
生
災
害
復

旧
費
追
加
九
、
一
一
一
一
一
六

子有
九月一一一

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

七
月
卜
二
円
の
委
員
会
で
、
任
期

満
了
に
よ
る
大
洲
市
議
会
議
員
選

挙
の
投
票
日
を
九
月
三
十
日
に
決

定
す
る
と
と
も
に
、
候
補
者
の
脳

出
事
務
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

O
H時
九
月
十
‘
一
日
午
後
一
時

カ
ら

一
心
山
崎
所
大
洲
市
民
会
館

。
参
集
範
凶
立
候
補
予
定
者
ま

た
は
推
せ
ん
人
の
う
ち

希
望
省

な
お
、
同
選
挙
の
選
挙
人
名
簿

被
登
録
資
格
決
定
基
準
日
な
ど
は

。
新
し
く
登
録
さ
れ
る
か
た
の
資

格
決
定
基
準
日

高
く
、
寺
門
的
知
識
も
乏
し
い

よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。
』

答
『
ス
ー
パ
ー
と
は
別
の
品
物
で

勝
負
し
て
い
る
山
が
多
い
の
で

品
質
と
価
格
を
比
較
し
て
ド
さ

い
。
ま
た
フ
ア

y
シ
ヨ
ン
の
変

わ
る
の
が
早
い
た
め
、
自
主
の

勉
強
も
必
要
ひ
、
消
費
者
の
二

i
ス
に
応
え
る
よ
う
努
力
し
ま

」

9
』

間
「
山
に
人
る
と
欲
し
い
物
が
な

く
て
も
何
か
買
っ
て
出
な
け
れ

ば
い
け
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
』

答
『
む
客
様
に
そ
の
よ
う
な
感
じ

を
与
え
な
い
よ
う
に
努
力
し
て

い
ま
す
が
、
自
に
む
客
様
が
こ

ら
れ
直
ぐ
に
出
て
い
か
な
い
と

「
自
の
人
が
誰
も
出
て
こ
な
い

横
着
だ
」
と
い
わ
れ
、
直
ぐ
に

山
山
て
い
く
と
「
ゆ
っ
く
り
選
べ

な
い
」
と
苦
情
が
あ
り
ま
す
。
庖

主
と
し
て
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
凶
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
」

な
ど
の
要
望
・
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
全
体
的
に
は
庖
舗
が

き
れ
い
だ
。
接
客
態
度
は
よ
い
。

品
物
が
新
鮮
で
消
費
者
に
喜
ば
れ

て
い
る
点
も
多
く
応
り
ま
し
た
。

A
一環

問
由
民

日
投
票
日

昭
和
五
十
三
年
九
月
一
日

O
登
録
口
昭
和
五
十
三
年
九
月
十
日

。
被
登
録
資
格

。
住
所
要
件

昭
和
瓦
十
三
年
六
月
一
口
以

前
か
ら
住
民
基
本
台
帳
に
登
載

さ
れ
て
い
る
者
(
昭
和
五
十
三

年
六
月
一
日
以
前
に
転
入
届
を

し
た
者
)

。
年
齢
要
件

昭
和
五
十
三
年
九
月
一

H
ま

で
に
満
二
十
歳
に
達
す
る
者
、

新
し
く
登
録
さ
れ
る
か
た
の
名

簿
縦
覧
期
間

。
縦
覧
期
間

昭
和
五
十
二
一
年
九
月
十
一

H

か
ら
十
五
日
ま
で

。
縦
覧
時
間

午
前
八
時
一
一
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で

。
縦
覧
場
所

大
洲
市
役
所
及
び
各
連
絡
所

開雪
国自
白雪

暑
い
夏
が
や
っ
て
来
ま
す
と
、

涼
を
求
め
て
、
海
や
山
に
遠
出
す

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
子
供
た
ち
は
、
夏
休
み

で
学
校
か
ら
解
欣
さ
れ
た
時
期
で

す
。
特
に
次
の
よ
う
な
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ
過
労
連
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

無
理
な
長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
は
計
一

一
向
し
な
い
。

マ
飲
酒
し
た
ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら

ふ
な
い
0

0
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
0

0
逆
転
す
る
時
は
、
酒
を
飲
ま

件。ぃ。

。
運
転
す
る
人
に
酒
を
飲
ま
さ

な
い
。

マ
暴
走
運
転
を
追
放
し
よ
う
。

マ
ン

l
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
よ
う
。

マ
子
供
の
交
通
事
故
を
防
止
し
ょ

』

7
0
0
自
転
車
を
正
し
く
乗
る
よ
う

注
意
し
よ
う
c

9月1自

農
業
委
員
会

九
月
二
十
一
日
任
期
満
了
と
な

る
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙

が
次
の
日
程
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

一
、
投
票
日
九
月
一
口

一
一
一
、
立
候
補
受
付
日

八
月
二
十
三
日
口
、
二
十
三
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

丘
時
ま
で

一
(
一
、
選
挙
す
る
単
位
と
委
員
定
数

第
一
選
挙
以
二
大
洲
)
丘
人

第
二
選
挙
区
(
平
野
、
市
久

米

)

二

一

人

第
三
選
挙
医
(
菅
目
、
大
川
)

四
人

第
四
選
挙
区
(
新
谷
、
柳
沢
)

四
人

第
五
選
挙
反
(
一
二
善
、
八
多

喜
、
上
須
戒
)
三
一
人

四
、
立
候
補
届
出
場
所

第
一
選
挙
区
選
挙
管
理
委

委
員
選
挙員

会
菅
回
連
絡
所

新
谷
連
絡
所

八
多
喜
連
絡

一月

五
、
農
業
委
員
の
任
務
は

-
農
業
者
の
代
弁
者
で
す
。

2

農
村
の
振
興
計
画
の
樹

立
、
及
び
農
地
法
、
農
振

法
に
よ
っ
て
、
農
地
の
有

効
な
利
用
や
、
交
換
分
合
、

農
地
の
あ
っ
旋
、
相
続
税
、

農
業
者
年
金
の
相
談
な
ど

農
家
の
利
益
を
守
り
ま
す
0

3

農
家
の
利
益
代
表
と
し

て
、
農
政
の
推
進
を
は
か

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

第
二
選
挙
区

第
三
選
挙
区

第
四
選
挙
区

第
五
選
挙
区



堀之

箭

夏
の

‘IF
f

、，
l
l卜
)

I

方、?十少、/↑一

そ
よ
叩
よ
人
y
d
M
/
i
L
仁

↑

凡
伎
に
ぶ
を
人
h
u
-
-
、
作
山
山

側
に
あ
て
て
冷
山
、

d
t
う一一
J
P
Q

L

一
よ
い
一
¥

)

3

7

〈

芸
術
祭

記
念
え
ひ

一ニ十

家
庭
船

し1

下
さ

=守

仁田

協

地
底
引
民
俗
官
官
能
大
会

こ
の
け
尚
が
、
広
山
内
LLuJ9F八

川
川
り
で

L
M
ら
せ
し
た
し
心
小
、
川
Id

a--次
拡
張
中
ド
引
に
で
あ
り
ま
す

仁
市
戸
初
年
度
で
あ
心
上
半
日
午
A

肢
は

主
と
し
て
肱
1

川出一

K
を
汁
象
L

一し

た
中
小
洲
、
配
送
中
小
川
悦
ぷ
の
削
浦
ぃ
快

活
完
成
川
、
人
/
い
V

一
二
間
に
ん
け
い
ナ

」
小
川
を
お
か
け
し
一
、
い
ま
十
が

ゾ
'
寸
ノ
ト
払
十
J
也一
d

へ
パ
バ
戸
川
水
!
、
己
主

i
f
v
リ

l
f
l〈
え

ノ

I
l
-
-
h

γ
ノ
と
よ
く
な
ツ
見
込
ん
で
す

ぞ
り
一
十
一
、
あ
と
わ
j
か
て
よ

F¥
ム

j

一ー工、

1
-
f
l
j
j
t
l
ノL
「ャ一王

4
バ

(

バ

J

H
川
d
l
'
y
l
l

引
い
川
)
な
汁
ょ
う
川
り
め
で
節
本

仁
、
)
協
汀
ド
ス
一
い

水
辺
川
川
で

U
、
給
水
f
r
a民
地
一
代

山
前
川
に
努
力
し
ど
ま
い
り
ま
し

た
い
か
、
そ
の
ト
刀
法
仁
寸
で
に
山
度

に
速
し
、
ヘ
ノ
午
も
ま
た
、
符
末
、

い
け
川
ム
い
な
と
の
今
仰
山
地
以
の
づ
一
家
庭

的
刊
さ
ん
に
、
大
好
会
)
迷
山
内
心
を
か

け
て
点
り
ま
十
し

給
木
工
中
丸
山
以
川
は
、
も
ち
ろ

へ
μ域
内
ご
の
山
間
山
心
小
川
山

m

一
加
に
吋
し
、
送
心
小
か
山
に
九
日
わ
な

一
い
た
め
で
j
i

一
現
状
で
は
、
基
本
的
に

U
L小
川

一
画
の
引
先
更
を
y

)

な
け
れ

μ
、
刈
応

一
で
う
な
い
の
が
実
仙
で

tf

事襲

一臨

人
ケ
イ
レ
ン
の
ひ
ど
い
と
き
〉

符
カ
ス
プ
ー
ン
を
十
刊
で
ま
い
ど
け

の
小
に
人
れ
一
乙
、
百
合
か
ま
会
け

よ
う
に

1
ァつ

Pτ
し
が
大
切
で
J

t一
た
、
ケ
バ
泌
が
1

ま
ら
な
い
よ
)

に
LAK
足
し
を
か
ら
医
行
へ
巡
ぶ

よ
う
仁
に
ご
く
汗
一
さ
い

P

意
識
の
な
い
と
き
》

F
で
げ
お
を
十
人
た
く
か
、
大
き
な

声
で
わ
れ
前
奈
一
呼
び
か
け
る
し
一
、
大

抵
の
人
は
掛
川
八
刀
で
は
品
が
戻
り
ま

j
ω

そ
れ
で
も
川
復
し
な
い
た
ご
も

は
、
体
を
冷
や
し
杭
!
ま
寸
。

ま
と
、
無
意
識
の
〉
ち
に
国
く

一
と
も
あ
り
ま
寸
の
で
、
ト
駐
を
楠
…

に
し
て
む
く
こ
と
が
大
止
長
?
す
り

、
意
殺
が
戻
っ
た
と
き
》

意
識
が
戻
る
と
、
七

J77Imし
が

パ
ノ
ま
す
一
そ
の
と
き
は
、
多
ハ
一
山
下
ふ

九
主
包
J

、‘、
3
t
f
目立、
J

K
ロ
二
、
a

F
叶

d
f
(
謂
ハ
L
r
j
U市

4
ベ
γ
y
I
L首

茶
色
い
に
が
よ
い
)
を
飲
ま
せ
ん
M

二

と
で
寸
戸

J

一
体
温
か
平
混
に
一
環
っ
た
と
き
~

一
件
を
冷
ヤ
寸

'm企
や
め
、
さ
乙
y

一

数
分
後
に
休
泌
を
日
川
J

で
み
て
変

化
が
あ
る
と
き
は
、
も
う
一
昨
一
治

目
、
す
汽
-
ど
し
ご
近
く
の
病
れ
で
み

て
も
ら
う
こ
て
F

¥

すし

俗
芸
能
を
櫛
承
し
て
い
る
と
甘
志

の
方
々
に
よ
る
発
表
大
会
を
開

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

県
民
の
雫
と
し
て
、
こ
ぞ
っ

て
伝
本
に
努
め
、
地
域
に
お
け

る
公
演
活
動
で
直
帯
感
を
強
め
、

心
豊
か
に
う
る
む
け
の
あ
る
コ

ミ
L

↓
一
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
て

下
さ
い
。

一
、
ヘ
幡
浜
地
氏

二
、
川
時
八
月
三
一
ハ
十
三
時
か
ら

大
川
市
川
入
品
バ
館

獅
子
舞
や
盆
掃
を
ど
各
地
域

に
伝
が
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能

は
、
私
た
ふ
り
の
位
先
が
長
年
に

わ
た
っ
て
受
け
継
ぎ
育
で
て
き

た
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
文

化
遺
伝
で
す
ョ

こ
れ
ら
の
芸
能
立
、
現
代
に

生
き
る
払
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
で
あ
り
、
豊
か
な
心
を
呼
ぴ

お
こ
す
力
と
も
一
念
っ
て
い
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
教
育
事
務
所
管
内

別
に
次
の
円
程
で
、
弛
域
の
民

一3
一ー+
j
'
i
f
j
]

、J
J

一一二一く、ゐ
H
リ
F
竺

J

一
L

J
U
身

f.日
ぴ

l
く
よ

L
H功一
J

Y

一
~
り
、
山
川
作
を
し
て
い
で
、
芯
に

グ
メ
タ
リ
ゾ
し
ご
、

L
イ
タ
カ
ア
ワ
ゲ
子
H
U
干
は
、
ア

メ
リ
カ
一
以
内
山
多
年
平
で
、
市
内

の
作
品
川
に
繁
捕
し
L
~
μ
w
化
柄
拘
で

¥
J

一
メ
ト
ル
に
成
長
!
土

1
3

丸
引

1
十
川
二
為
黄
色
の
花
有

川
か
せ
、
繁
u
m
h
川か小山山
λ
い
な
稚
平

子
寸
へ
山
粘
時
を
刺
激

L
三

レ
ル
ギ
l
症
が
起
二
P

ハ
ぷ
以
川
と
な

川
ま
「
江
は
観
賞
用
と
し
て
附

ア
空
地
に
桜
山
?
マ
ム
速
い
よ
う
、
ま

た
、
い
し
イ
タ
カ
ア
ウ
タ
チ
草
バ
翠

年
九
生
殖
山
止
と
し
ご
、
松
汁
一
堀

取
除
去
、
£
よ
れ
し
山
川
花
前
、
ぺ
川

7

一
ヴ
ウ
一
宇
刈
取
り
、
繁
殖
し
々
い

よ
〕
巾
内
の
へ
K
域
す
り
追
放
除
去

に
協

υー
さ
い
υ

十
づ
い
具
は
、
仁
川
1
一
日
ぃ
、
古
今
日
午

山
俸
と
県
職
一
日
f
H
μ
十
人
が
参
加

d

f

j

づ

1

↑
一
、
町
出
〉
r
[十
j

一つ

yjiff
句
イ
ア
レ
人
一

U
A剛
W
J
十
円
五
ア

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
一
「
目
印
、
仏
さ
取

り
奉
仕
作
活
で
す
(

み
な
さ
ん
、
↓

たリ

ン
レ
一
な
J

た

経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
L
J

ニ
れ
は
一

種
の
持
さ
あ
た
り

(
け
什
出
)
と
け

わ
れ
る
も
の
ご
、

こ
山
ょ
う
宇
と
き

は
次
の
よ
う
主
応

怠
子
当
を
し
て
く

だ
さ
い
〈
ま
ず
涼
し
い
所

に
官
官
か
せ
で
体
を

を
冷
や
す
v

衣
山

fz
ゆ一ハヅめ、

氷
川
F
7
、
ぶ
ま
く

ら
、
ぬ
れ
タ
オ
ル

な
Y
一一
γ
頭
出
を
冷

や
4
と
同
時
に
、

う
ん
わ
な
い
」
で
体

ふ

し

本

ニ

心
J

て
本
日
川
を
さ
叫
J

p

i

l

J

;

1

J

ノ

i

z
J

ト
寸
つ
に
十
る
と
落
ち
つ
い
て
き

ふ
4
F

ナヲ
fu

辛恒

子
一
、
ヨ
-
ヴ
fr』

ー
リ

E
i
f
f
-

浄
化
う
の
設
置
し
」

維
持
書
課
一
に
つ
い
て

V
A
v
-
ハV
A
υ
首

A
V
R
ハV
R
O
I

、1、A
ハV
A
v
-八
V
A
O
V
R
U
U
A
U
V
A
-
-
ハV
R
O
V
A
V
-
Aり
V
A
v
-

;ま)

{ろ{
1誠 1
~ 1T ~ 
ι弘〕吋i

ff 
h父
[，i[ 
""-

'l'( 
同l

芦手 3州ヒi 討す 瓦五

消ル小一
T
F
Y

州
以
術
管
月
行
一
れ
ん
H
格
行
)

い
一
山
縦
社
刊
管
朝
刊
契
約
い
れ
ソ
写
一

、l
i
f
-
-川
ソ
宅
事
白

川リ引
1
0下
j

同
農
業
川
小
此
な
と
、
川
本
に

刊
明
だ
わ
い

1
9
H川
町
に
吹
J
札

i
ァ
泣

1

1

J

1

1

/

i

 

川崎ん
H

は
水
利
川
へ
川
長
ま
た
は

土
地
は
ほ
ん

K
責
任
h
r
H

の
向
さ

ー
山
川
仏
設
ル
小
此
(
(
他
人
一
へ
放

流
の
山
川
九
日
斗
品
、
そ
の
内
む
K
古

川

U
V
U
E
山

生
活
日
印
式
の
を
化
と
山
上
に
作

J

、
法
迂
ド
た
恒
祈
「
1

」
正
予
ヒ

L

E

土
、
コ
ノ

i

{一
1
一

l
t
t
f

7

て
う
~
一
を
設
置
さ
八
人
v
K
M
が
多
く

な
り
、
未
明
の
方
や
維
持
管
哩
契

約
r
r
h
d
れ
て
い
な
け
ト
々
が
多
く
'
め

リ
ま
す
c

し
一
昨
浄
化
そ
う
設
置
は
、
「
民
棄

物
の
処
理
わ
よ
ひ
守
山
叩
に
閣
す
る

法
律
し
に
よ
っ
ぐ
、
届
山
と
社
伶

管
理
四
人
酌
乏
し
て
、
-
一
ヰ

-
M
U

L
し
清
掃
を
す
る
士
一
つ
義
務
つ
け
ら

れ
ど
い
ま
す
。
し
た
が
っ
ぐ
、
未

回
の
者
や
法
伊
に
違
反
?
)
て
い
必

炉
臼
は
処
罰
主
L
れ
ま
す
か
-
h
、一で
L
J

次
の
よ
う
を
届
山
川
一
hr
涜
き
r

在
し
て

ド
さ
い
。

。
，
)
尿
沖
化
そ
う
設
置
居
中
川
方

。
添
付
書
類

川
伊
一
築
物
の
平
岡
川

口
放
流
先
の
い
児
取
附

ω浄
化

f
F
7構
造
判

金
一
封
「
山
川

f
福
祉
会
と
、

市
付
凶
へ
一
北
い
松
本
パ
凡
ヲ

/
ぶ
一
刻
一
大
川
市
育
成
凶
一
、
!
大

川
r

下
同
へ
」
什
府
内

H

口
同
友
陸

金
一
封
一
一
物
取
の
展
一
川
会
の
-
反

の
募
金
と
し
て
)
山
本

ド川

pγ
刊
一
仕

K
K

次
の
か
J
Y

一
が
た
刀
打
会
福
祉
事

恨
の
た
め
に
役
J-
て
て
+
卜
さ
げ
一

ま
↓
一
二
ろ
銀
一
汀
ヘ
川
一
ぷ
声
一
れ
ま
し

と
。
心
か
ら
わ
札
中
し
卜
げ
ま
;
〈

一散入札川町一

会

一

封

喜

多

山

井
L
し
勝
重

ト
ム

-

L

j

r

I

f

z

T

H

T

」
一

r
J一

重

一

主

手

百

功

E
一
州

令
4

針
(
大
洲
士
γ
市
川
問
。
大
洲

で
し

山
ト
中
公
山
川

'勺.

7こぺ
u
i

ウ℃
し
よ
う
か
。

の
じ
八
抗
り
日
売
、
ト
に
向
け
い
υ
せ

王
う
と
し
て
、
「
に
じ
み
で
暮
}
り
す
会
、

ド
み
一
ふ
い
存
ら
せ
己
と
、
い
い
き
み
ぜ

た
の
ひ

F
c
こ
の
よ
う
一
士
一
と
は
、

草
山
川
や
藩
庁
、
什
ら
の
特
権
を
す

り
続
け
る
た
灼
に
使

1
k
巧
妙
h
u
，

F
段
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
十
9
P

勾
ヘ
リ
十
一
八
刀
け
、
差
別
を
押
し
つ

け
、
ぱ
い
に
い
い
¥
み
ん
円
わ
は
る
こ

三
に
よ
っ
で
対
去
を
深
め
、
凶
結

し
な
い
よ
う
に
し
む
け
P
U

一
一
と
ほ
、

幕
府
か
封
九
日
一
体
制
事
長
く
維
持
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
っ
と
の

子
す
。そ
L
て
、
最
「
層
に
お
か
れ
た

人
'
々
が
、
こ
の
到
建
制
吃
の
も
と

や
、
農
民
支
配
の
ん
め
の
道
具
と

し
て
利
用
さ
れ
た
の
ど
と
い
え
ま

一
O

」ヲ

以
し
し
の
阿
山
山
に
公
「
る
関
係
用

松
は
、
心
北
川
版
川
町
浄
牝
そ
う
管
均
七

/
4
h
y

大
洲
喜
多
文
部
一
ト
八
洲
市

五
郎
駅
前
「
屯
)
一
一
一
一
パ
)
七
)
に

あ
り
ト
エ
す
心

な
わ
、
所
定
の
日
山
山
山
子
続
き
が

で
き
な
け

14は
、
し
尿
浄
化
7

て
う

缶
四
川
セ
ン
タ
ー
で
代
什
し
て
レ
ま

す;

;

 

同
紅
地
区
之
、

ど
の
よ
う
に
し
て
杉
成
さ
れ
た
か

例
が
設
け
ら
れ
た
の
で
寸
。
つ
ま

)
、
計
z
一、二
¥
f
~
)
h
b
h
川
口
川
川
、
い
け
は
u

y

，
い
μ
h
qノ

¥ν
提
出
削
z
f
仕
ん

F
V

の
「
ノ
よ
り
、
時
効
に
よ
っ

7
作
険
料

か
納
め
ら
れ
な
く
ま
っ
て
い
る
地

ょ
の
滞
納
則
聞
に
つ
い
て
、

y

月
間
干
円
の
保
険
料
十
納
め
る
こ

る
よ
う
に

ら
、
生
産
の
山
ー
に
と
も
な
う
商

業
ハ
ペ
ん
速
が
武
士
の
生
活

5
1
v
リ

ア
ナ
ご
つ
は
主
に
し
ま
し
た
し

こ
う
し
て
で
き
た
だ
山
の
赤
字

を
、
農
民
う
ら
さ
ら
に
厳
し
く
取

り
た
て
る
年
買
に
「
か
つ
て
解
消
し

よ
う
と
し
た
の
で
し
た
)
で
の
た

め
幕
爪
は
農
民
に
材
し
、
夫
ひ
た

ひ
わ
ふ
恥
れ
を
山
L
、
ぜ
一
日
疋
く
在

禁
じ
、
節
約
J
7
1
9
す
め
、
服
装
主

で
こ
ま
か
く
定
め
ま
し
ヌ

そ
れ
一
二
主
く
て
も
、
生
洋
巾
の
析

し
い
農
民
は
、
十
h
J
に
や
ま
れ

r

訂
佐
一
院
と
い
っ
形
で
、

k
か
ら

の
抑
打
止
に
対
抗
し
た
の
で
寸

こ
の
た
め
、
武
士
け
、
や
や
も

f
る
と
ト
一
↑
向
き
が
ち
な
農
民
山
一

制
と
い
い
ま
す
が
、
世
の
中
が
進

む
に
つ
れ
で
、
こ
の
体
制
の
維
持

が
川
後
と
な
れ
、
土
農
一
上
尚
よ
り

も
δ
ら
に
低
い
身
分
を
政
治
的
に

作
り
あ
け
て
、
そ
の
維
持
を
は
か

う
う
と
し
た
の
で
し
た
。

こ
う
し
で
作
り
J

ム
わ
け
た
部
落
二

部
の
集
ぱ
)
の
人
々
は
、
生
活
情

舶
は
も
あ
ろ
斗
の
こ
と
、
ほ
住
移

信
、
交
際
な
と
、
わ
ら
ゆ
る
面
で

の
什
山
を
お
ヰ
わ
れ
、
人
間
ら
し
い

生
ー
が
で
き
な
か
、
ノ
と
の
で
す
ο

江

μ
時
代
、
そ
れ
は
、
現
代
の

ね
達
に
と
コ
て
、
〉
一
一
)
て
い
考
え

ち
つ
か
な
い
忠
像
th
絶
す
る
厳
し

い
片
一
分
差
別
の
時
代
で
(
之
江

戸
時
代
乞
半
日
1
一
過
ぎ
φ
こ
ろ
か

江
戸
時
代
、
仰
の
支
配
仔
て
h
h
u

J

七
忠
|
何
立
、

Ji
ハ
り
ー
担
立

J
i
-
-
j
i
 

と
権
力
会
一
純
持
ナ
?
っ
二
め
に
、
斗
日

三
止
の
人
々
を
、
よ
長
一
J
M
と
い

う
縦
山
山
山
係
(
身
分
制
度
一

F
し

は
り
一
ノ
け
ま
?
と
〈

に
小
一
一
一
訂
の
大
名
が
、

γ
れ!プて

れ
の
滞
宇
」
レ
)
に
、
ー
地
と
人
民
主

が
っ
ち
リ
と
わ
ざ
一
え
こ
む
封
建
制

度
を
ホ
ら
も
ら
さ
ぬ
併
し
さ
f

¥

う

た
め
で
げ
ま
し
だ

し
か
も
、
幕
府
は
ぜ
1
吟
ウ
一
i
な

産
業
で
y

尚
一
勺
民
主
に
従
事
寸
る
県

民
子
旬
、
年
貢
か
一
取
り
と
て
る
こ

と
に
よ
J

て
、
財
政
当
-
一
引
っ

Fl
い

た
の
で
す
。

二
円
よ
う
な
し
く
み
子
暮
川
市
仁
川

肘

回
目
九
年
金
的
特
揃
円

い
わ
ゆ
る
H

無
年
金
行
μ

〕
去
っ

て
し
ま
い
ま
J

。

こ
の
よ
う
な
無
年
金
者
に
な
ら

な
い
よ
3
に
す
る
た
め
に
、
今
一
午

の
七
円
か
ら
一
一
年
間
に
限
り
、
特

こ
と
し
の
七
月
か
)
パ
山
和
一
立
卜

八
年
六
ハ
主
で
の
三
年
問
状
「

M

民
年
金
の
持
例
納
付
L

が
マ
き
る

期
間
で
す
コ

せ
J

か
く
圃
民
年
八
王
一
に
加
ヘ
し

て
い
な
が
ら
、
保
険
料
止
納
め
る

一
と
を
伝
わ
た
人
や
九
時
以
…
加
入
?
、

な
け
れ
ば
な
勺
な
い
山
に
、
ま
だ

加
人
し
て
な
い
人
い
、
老
蹄
年
金

を
」
え
い
る
条
件
を
一
満
た
十
F

」
と
が

で
き
な
い
場
介
か
」
の
り
ま
す
。
子

山
ま
ま
に
し
て
あ
く
と
、
と
の
制

度
か
ら
も
年
金
が
芝
け
ら
れ
な
い

た r
j i~ 下る
jユし t，
卜くぴ〉

さ :t"、
しミ i)i 9 
l( 
d果

Z 
イ系

士ず

一

日

山

の

パ

リ

石

井

好

子

も
の
の
同
九
万
考
え
方
高
橋
庄
治

主

れ

ど

吾

あ

り

黒

岩

垂

吾

愛
媛
の
は
明
り
と
民
族
守
屋
毅

一
層
遊
行
の
峨
を
訪
ね
て
越
智
通
敏

戦

間

無

情

兵

頭

有

三

ひ
と
「
じ
の
道
一
リ

O
平宇
野
折
口
次

新
刊
圏
童
画
案
内

。
児
童
図
書
百

科
学
の
ア
ル
バ
ム

m
l
m山

あ
か
わ
ん
皆
川

世
界
の
伝
記

1
1
m
芋
川
由
研
究
社

ジ
ュ
ニ
ア
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー

ス
1
1
M

学
問
研
究
科

O
一
般
図
書

想
い
出
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
想

第 269昇(2) 


